
























































































































































































































































































































































































































































































































Aコース Bコース Cコース Dコース Eコース Fコース Gコース
OASIS価格（a） 50，000 25，000 8，000 5，000 8，000 7，000 1，000
社会保険点数による
?用（b） 68，490 31，350 24，940 13，180 17，380 8，9∞ 5，000
（a／b） ．73 ．80 ．32 38 46 ．79 ．20
OASIS価格システム



























マ　　マ　　さ　ん 158 421 316 266 243 225 224 385 381 255
健　康　増　進 18 53 26 22 5 0 0 20 32 242



























マ　マ　　さ　ん 381 407 537 786 736 320 778 721 4608，751




















































































































































































他市町村委員会 大分市地域保健委員会 他市町村委員会 他市町村委員会?
地域実践活動　（地域医師会リーダーシップ）
【地域 P主権】
健康福祉志向の価値選択行動の実践
　　　　　（自律と連帯）
個人・家庭 産業 NPO等行政
（地域主権的中央制御のグローバルシステム）
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「??．
イフサイクルを通した健康への支出を健康投資と定義し，環境保健投資，
母子保健投資，学校保健投資，産業保健投資，成人保健投資の「提供」
と「享受」のメカニズムを基底におき，システム化を行った。健康投資
の「提供」と「享受」のシステムは，地域保健委員会を知と情とする社
会拠出機構を裁定役として，地域主権的中央制御のグローバルシステム
としての特徴を持っていること，そして，このような社会拠出機構の制
度化をわれわれはグローバルソーシャルセキュリティと呼びたいと主張
した。そして，ここでは市場機構は，健康開発型市場機構として脱皮し
て，グローバルソーシャルセキュリティの確立に貢献すべきことを合わ
せて主張した。
注
1）　共生の社会人間行動については，小林登，田村貞雄『社会人間学』成文堂，
　1997年に詳しく説明している。
2）　大分地域における技術集積型健康開発システムについては後述するが，詳
　しくは杉田肇（1974）を参照のこと。
3）　これについては，大分市医師会立アルメイダ病院編『20周年記念誌』に詳
　しく説明されている。
4）　このことについては，平松守彦『私の日本連合国家論』岩波書店，1997年
　参照のこと。
5）　ポジティブ・ヘルス開発は介護保険問題に対する積極的な対応策である。
6）健康開発型市場論については田村貞雄（1997d）に詳しく説明してある。
7）健康福祉については田村貞雄・吉川暉：・杉田肇（1983）を参照のこと。
8）　これについては，国広潔「保健，医療，福祉総合情報システムの形成と展
　開」財団法人生存科学研究所編『21世紀への大分のまちづくりとプランニング
　と実践』（1994）を参照のこと。
9）健康価値論については，田村貞雄・杉田町『ヘルスエコノミックス』第2
　章，健康価値論，システムモデル，論理実践実証主義を参照のこと。
10）新経営家族主義については田村貞雄（1996）を参照のこと。
11）ネオキャピタリズムについては田村貞雄・杉田肇（1995b）を参照のこと。
12）健康投資の「提供」と「享受」システムについては第4節で詳しく説明し
　ている。
13）現在，大分県地域健康開発センターは増大する健康開発需要に対応するた
　めに増設中である。
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